
大
統
領
選
で
出
現
し
た
媒
体
戦
争
（
２
０
１
７
・
５
・
２
） 

  

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
就
任
後
、「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
や
「
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
フ
ァ
ク
ト
」
と
い
う
言
葉
が
頻
繁
に
登

場
し
て
い
る
。
前
者
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
自
分
に
不
利
な
情
報
を
発
信
す
る
新
聞
や
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
を
偽
情
報
の
発
信
媒

体
だ
と
非
難
し
た
言
葉
、
後
者
は
ス
パ
イ
サ
ー
報
道
官
が
大
統
領
就
任
式
の
人
出
を
オ
バ
マ
大
統
領
の
と
き
よ
り
多
数
だ
と

説
明
し
た
こ
と
を
、
コ
ン
ウ
ェ
イ
大
統
領
顧
問
が
別
の
事
実
だ
と
強
弁
し
た
言
葉
で
あ
る
。 

 

そ
の
直
接
の
背
景
は
選
挙
期
間
中
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
ク
リ
ン
ト
ン
候
補
に
肩
入
れ
し
、

ト
ラ
ン
プ
候
補
を
軽
視
し
た
こ
と
へ
の
遺
恨
で
あ
る
が
、
長
期
の
視
点
か
ら
は
、
組
織
と
し
て
情
報
を
発
信
す
る
老
舗
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
と
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
、
個
人
と
し
て
情
報
を
発
信
す
る
新
興
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
の
ど
ち
ら
が
今
後
の
社
会
の
中
心
と
な
る
情
報
媒
体
と
し
て
認
知
さ
れ
る
か
の
闘
争
で
あ

る
。 

 

そ
の
よ
う
な
状
況
を
象
徴
す
る
言
葉
が
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
書
が
昨
年
一
年
を
集
約
す
る
「
今
年
の
単
語
」
と

し
て
選
定
し
た
「
ポ
ス
ト
ト
ゥ
ル
ー
ス
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
理
性
や
客
観
に
根
差
し
た
真
実
で
は
な
く
、
感
性
や
主
観
に
根

差
し
た
真
実
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
一
例
は
、
ト
ラ
ン
プ
候
補
が
選
挙
戦
中
、
民
主
党
政
権
の
失
政
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
実

質
的
失
業
率
は
四
二
％
に
も
な
っ
た
と
非
難
し
て
大
衆
を
煽
動
し
た
が
、
実
際
は
五
％
程
度
で
あ
っ
た
と
い
う
ポ
ス
ト
ト
ゥ

ル
ー
ス
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
発
言
が
社
会
に
報
道
さ
れ
る
と
き
、
老
舗
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
新
興
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
い
ず
れ
が
信
頼
さ
れ
て
い

る
に
つ
い
て
比
較
し
た
調
査
が
日
本
で
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。
一
般
社
団
法
人
中
央
調
査
社
に
よ
る
「
メ
デ
ィ
ア
に
関
す

る
全
国
世
論
調
査
」
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
、
民
放
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
提
供
す
る
情
報

へ
の
信
頼
の
程
度
を
約
三
三
〇
〇
名
の
人
々
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
一
〇
〇
点
満
点
で
評
価
し
た
結
果
で
あ
る
。 

 

昨
年
の
結
果
で
は
、
上
位
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
（
七
〇
）
、
新
聞
（
六
九
）
、
民
放
テ
レ
ビ
（
五
九
）
、
ラ
ジ
オ
（
五
八
）
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
五
四
）、
雑
誌
（
四
五
）
と
な
っ
て
い
る
。
信
頼
の
程
度
と
い
う
視
点
か
ら
は
実
感
に
対
応
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
問
題
は
、
す
べ
て
の
メ
デ
ィ
ア
の
評
価
が
年
毎
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
最
初
の
調
査
で
あ
る
二
〇

〇
八
年
の
数
字
は
、
上
記
の
順
番
で
七
四
、
七
二
、
六
五
、
六
四
、
五
八
、
四
八
で
あ
り
、
順
位
は
同
一
で
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
三
点
か
ら
六
点
の
低
下
で
あ
る
。 

 

こ
の
原
稿
は
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
老
舗
の
新
聞
と
新
興
の
ネ
ッ
ト
の
関
係
を
紹
介
す
る
。
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴

と
し
て
「
情
報
が
有
用
」
で
は
新
聞
が
一
位
で
ネ
ッ
ト
は
二
位
、「
情
報
源
と
し
て
必
須
」
で
は
同
様
に
一
位
と
二
位
、「
情

報
の
信
頼
度
」
で
は
二
位
と
四
位
、「
社
会
へ
の
影
響
」
で
も
二
位
と
四
位
で
、
新
聞
が
優
位
に
あ
る
が
、「
情
報
の
面
白
さ
」

で
は
新
聞
が
四
位
で
ネ
ッ
ト
は
二
位
、「
閲
覧
の
手
軽
さ
」
で
は
三
位
と
一
位
、「
情
報
量
の
多
さ
」
で
は
二
位
と
一
位
で
逆

転
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
は
現
状
で
あ
る
が
、
今
後
の
推
定
の
た
め
推
移
を
紹
介
す
る
。
情
報
源
と
し
て
毎
日
閲
覧
す
る
比
率
は
、
新
聞
が

二
〇
一
〇
年
の
六
二
％
か
ら
二
〇
一
六
年
は
五
〇
％
に
減
少
し
た
一
方
、
ネ
ッ
ト
は
二
六
％
か
ら
四
三
％
に
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
傾
向
で
推
移
す
れ
ば
二
年
で
逆
転
す
る
。
年
代
別
の
比
率
も
問
題
で
あ
る
。
六
〇
代
で
は
新
聞
派
は
八
七
％
で
ネ
ッ
ト

派
は
五
六
％
で
あ
る
が
、
四
〇
代
で
は
六
五
％
と
九
六
％
、
二
〇
代
で
は
三
三
％
と
九
七
％
で
あ
り
、
年
代
と
と
も
に
新
聞

派
は
不
利
に
な
る
。 

 

一
般
に
は
伝
達
媒
体
（
メ
デ
ィ
ア
）
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
が
期
待
す
る
情
報
内
容
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
を
提
供
で

き
れ
ば
優
位
に
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、
六
〇
年
代
に
一
世
を
風
靡
し
た
メ
デ
ィ
ア
学
者
Ｍ
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
有
名
な
「
メ

デ
ィ
ア
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
ど
の
媒
体
で
伝
達
す
る
か
が
内
容
を
規
定
す
る
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
新
聞
と
し
て
は
媒
体
本
来
の
特
質
を
反
映
し
た
情
報
の
提
供
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。 


